



教 授 倉石  泰 Yasushi Kuraishi 
准教授 安東 嗣修 Tsugunobu Andoh 
助 教 佐々木 淳 Atsushi Sasaki 
 
◆ 著 書 
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1)  安東嗣修：痒みにおけるケラチノサイトの役割．アレルギーの臨床，29: 773-776, 2009. 
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2009, 1, 22-23, 岡崎． 
8)  佐々木淳，北見紀明，金山翔治，倉石 泰：マウス帯状疱疹痛と帯状疱疹後神経痛の動的触アロディニアにおける
P2X7 受容体の関与．生理学研究所研究会（筋・骨格系と内臓の痛み研究会），2009, 1, 22-23, 岡崎． 
9)  後藤義一*，安東嗣修，倉石 泰：脊髄における α2 アドレナリン受容体を介した痒み調節機構．第 82 回日本薬理学
会年会，2009, 3, 16-18, 横浜． 
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薬理学会年会，2009, 3, 16-18, 横浜． 
11)  辻井謙一郎*，安東嗣修，李 貞範，倉石 泰：アトピー性皮膚炎モデルマウスの自発的掻き動作への tryptase の関
与．日本薬学会第 129 年会，2009, 3, 26-28, 京都． 
12)  西川幸俊*，佐々木淳，安東嗣修，白木公康，倉石 泰：マウスの帯状疱疹痛と帯状疱疹後神経痛の動的触アロディ
ニアに対するグリシントランスポーター阻害薬の効果．日本薬学会第 129 年会，2009, 3, 26-28, 京都． 
13)  プナム・ガウチャン*，安東嗣修，加藤 敦，佐々木淳，倉石 泰：各種化学療法薬誘発機械的アロディニアに対す
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15)  佐々木淳：動物モデルからみた帯状疱疹後神経痛の病理と薬物有効性．日本ペインクリニック学会第 34 回大会／第
31 回日本疼痛学会，2009, 7, 17-18, 名古屋． 
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名古屋． 
17)  安東嗣修：動物をもちいた皮膚のかゆみ試験評価法の重要なポイント．第 4 回皮膚基礎研究クラスターフォーラム，
2009, 7, 23, 東京．（招待講演） 
18)  西川幸俊*，佐々木淳，安東嗣修，倉石 泰：新規鎮痛薬としてのグリシントランスポーター阻害薬の可能性．次世
代を担う創薬・医療薬学シンポジウム 2009，2009, 8, 24, 東京． 
19)  後藤義一*，安東嗣修，倉石 泰：脊髄における α2 アドレナリン受容体を介した痒み抑制機構．次世代を担う創薬・
医療薬学シンポジウム 2009，2009, 8, 24, 東京． 
20)  佐々木淳，北見紀明，金山翔治，安東嗣修，倉石 泰：帯状疱疹痛と帯状疱疹後神経痛モデルにおける脊髄内 P2X7
受容体の発現増加と P2X7 受容体拮抗薬の抗アロディニア効果．第 30 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム，
2009, 8, 28-29, 東京． 
21)  篠原 旭*，安東嗣修，倉石 泰：メラノーマ同所移植マウスにおける癌性疼痛へのフェンタニルの鎮痛作用．第
30 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム，2009, 8, 28-29, 東京． 
22)  本間あずさ*，安東嗣修，倉石 泰：マウスにおける花粉誘発アレルギー性眼掻痒発生へのセリンプロテアーゼの関
与．第 60 回日本薬理学会北部会，2009, 9, 26, 富山． 
23)  下田倫子*，佐々木淳，安東嗣修，倉石 泰：帯状疱疹痛マウスモデルにおける自発痛関連行動の鎮痛薬と鎮痛補助
薬に対する反応性．第 60 回日本薬理学会北部会，2009, 9, 26, 富山． 
24)  張 群*，安東嗣修，倉石 泰：マウスにおける各種起痒物質誘発掻痒反応への霊芝メタノール抽出物の効果．第
60 回日本薬理学会北部会，2009, 9, 26, 富山． 
25)  安東嗣修，倉石 泰：皮膚における痒みの発生機構．第 37 回薬物活性シンポジウム，2009, 10, 9-10, 仙台．（招待講
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26)  後藤義一*，大森 優，安東嗣修，倉石 泰：ノルアドレナリン作動神経が脊髄における痒みシグナルの伝達を抑制
し、セロトニン作動神経は抑制しない．第 19 回国際痒みシンポジウム，2009, 10, 31, 大阪． 
27)  安東嗣修，溝口静香，プナム・ガウチャン，倉石 泰：抗癌薬投与マウスにおける冷刺激に対する疼痛様反応とそ
の機序．生理学研究所研究会（病態生理と神経・分子機構），2009, 12, 10-11, 岡崎． 
28)  佐々木淳，下田倫子，金山翔治，安東嗣修，倉石 泰：帯状疱疹痛マウスモデルにおける自発痛関連行動の評価と
その特徴．生理学研究所研究会（病態生理と神経・分子機構），2009, 12, 10-11, 岡崎． 
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30)  金山翔治*，佐々木淳，安東嗣修，倉石 泰：帯状疱疹痛マウスモデルの自発痛の発生における一酸化窒素合成酵素
2 の役割．日本薬学会北陸支部第 121 例会，2009, 12, 6, 富山． 
31)  下田倫子*，佐々木淳，安東嗣修，倉石 泰：帯状疱疹痛マウスモデルにおける自発痛関連行動の評価とその薬理学
的特徴．日本薬学会北陸支部第 121 回例会，2009, 12, 6, 富山． 
32)  石田弘樹，小林 大，安東嗣修，白川博樹，秋口俊輔，栂 伸司，上山孝司，脇坂知行，八賀正司：マイクロマル
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丸善，東京，2009. 
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